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は じ め に

私たちが参加するトーマツ環境会計研究会 は、 監査法人トーマッによって設立された
ボラ ン

タ リ ー な 研 究 会 で、 環 境 会 計 の 中 で
も、 特 に 環 境 コ ス ト の 把 握 に テ ー マ を 絞 り、 議 論

を 重 ね る

と と も に、 ９７ 年 に は、 あ る 中 小
企 業 の 協 力 を 得 て、 環 境 コ ス ト の 試 算 を 行 い、 そ

れ を も と に

外部の方を招いての報告会を行いま した。 この報告会における配布資料・ 報告
会の議事録要約・

および今後の課題をまとめた文書を、 資料 として以下掲げます。
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資料１ 卜一マツと環境会計

１
．
背 景

環境問題は社会のすべての構成 員が取り組んでいかね ばな らな い大 きな 課題であ る。 監査法

人も社会の構成員であり、 自 らの 環境 負荷を最小化すること はもちろんの こと、 専門家として

も環境 問題に取り組んでいく必要 があ る。 そのひとつのテーマが環境会計 という分 野である。

（環境会計という用 語は様々 な意味で使われており、 現在のところ統一された定義はない。 こ

れ には、 広く 自然資産の測定評価まで 行う ものもあれば、 既存の財務会計制度の中 で環境 間題

に起因する 支出や債務を適切に開示 してい こう とす るものもある。）

２． 環境コ ス トの適切な把渥の必要性

環境負荷 を低 減するためには物理 データが重要な ことはもちろんだが、 企業経営において は

業績や財政状態 が会 計数値によって表されることか ら、 環境対策活動に関しても会計 データが

適 切 に 把 握 さ れ て い な け れ ば、 適 切 に 管 理 す る こ と は で き な い で あ ろ う。

海 外 で は、 環 境 対 策 コ ス ト の 分 析 に よ っ て、 よ り 適 切 な 意 思 決 定 を 行 う こ と が で き た と い っ

た事例が発表されて いる。

適切に測定できない ものは管理できない、 といわれるように・ 規制 の強化や社会的な圧力の

中で環境対策コス トは高くな ってきており、 今後環境対策活動の 物理 的データ と財務データと

を リ ン ク す る 必 要 性 は 高 ま っ て い く も の と 予 想 さ れ る。

３． 環 境 コ ス ト の 把 渥 に お け る 問 題 点

環 境 コ ス ト の 把 握 の 二 一 ズ は あ る も の の、 実 際 に こ れ を シ ス テ ム 的 に 行 っ て い る 企 業 は ま だ

少な いのが実状である。 東京都の調査結果 によ ると・ 環境コストの把握に当たって企業 が感 じ

て い る 障 害 は 次 の と お り で あ る。

・ 定 義 が 不 明 確、 範 囲 が わ か ら な い

・ 経 理 シ ス テ ム が な い

・ 分 離 が で き な い

４． 研 究 会 の 目 的 お よ ぴ ア プ ロ ー チ

１） 目 的

環境コス トの適切な 把握 および企業の環境対策活動を促進・支援 しうる よう な枠組みの提案

２） ア プ ロ ー チ

「企業の環境 対策活動を促進・支援 しうるような 枠組み」、 すなわち経営 管理目的への利用 を
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念 頭 に お い て い る。 従 っ て、 環 境 コ ス ト は 必 ず し も 網 羅 的 に 把 握 す る 必 要 は な く、 目 的 に 応 じ

て 必 要 と す る 環 境 コ ス ト 情 報 を 把 握 す れ ば 十 分 で あ る。 し か し、 環 境 コ ス ト の 把 握 に さ い し て

「定 義 が 不 明 確、 範 囲 が わ
か ら な い」 こ と が 問 題 点 と し て あ げ ら れ て い る こ と、 お よ び、 フ

レ ー ム ワ ー ク に 汎 用 性 を 持 た せ る た め、 ま ず は、 も っ と も 広 い 範 囲 で 環 境 コ ス ト を 考 え る こ と

と し た。 但 し、 実 務 的 な も の と す る た め に、 既 存 の 会 計 シ ス テ ム を 前 提 と し、 外 部 費 用 は 当 面

対 象 と し な い こ と と し た。

初年 度である昨年度は環境コス トの定義等の 概念の整理を行い・ 本年度は・ 実 際の環境 コス

トの把握モ デルの構築を目指 し、 協力企業を得 て環 境コストの把握を実地に試み た。

資料 ２ 平成９年１０月 １７日 トー マツ 環境会計研究会議■録 （宴約）

（今回の環境会計研究会 は、 それまでの当研究会で検討 しておりま した 「環境コス ト把握モ

デル」 を実 際の 企業 に適用 してみて、 目的 どおりに環境 コストの把握が可能であるか どうか、

また、 把握され た環 境コストをどのように利用 しうるの かを 外部の方にも参加しても らい、 忌

揮のない ご意見をお 聞き するために開催いた しま し れ

当議事録 は、 当日 の内容を記述・要約したものであり、 少 しでも当日の検討内容が皆様にお

伝えできれ ば幸いと思 います。）

１． ト ー マ ツ と 環 境 会 計

トーマッが環境問題に取り 組み だした時、 監査法人と してでき るこ とのひとつとして環境会

計とい う分野 がありま した。 そ して環境 会計研 究会 が発足さ れ、 研究内 容も当 初の ディ スク

ロ ー ジ ャ ー 中 心 か ら 管 理 会 計 も 含 ん だ 内 容 へ 変 化 し て き て い ま す。 ト ー マ ツ と し て は グ ロ ー バ

ルな情報発信源と しての役割を担 い、 企業が環境会計に対 して取り組 む時に・ 少しでも貢献で

き る よ う 努 力 し て い き た い と 考 え て お り ま す の で、 今 後 と も よ ろ し く お 願 い い た し ま す。

２． 環境コス ト把握モデルの適否と 有用 性 （貸料３およぴ資料４参照）

環境コストの把握を経営管理のため の情 報の入手という観点に立て ぱ、 必要な情 報に絞って

入 手 す れ ば 十 分 で あ る と 考 え ら れ る。 し か し、 こ こ で は こ れ か ら 環 境 コ ス ト を 把 握 し よ う と す

る 企業にも参考になるように網羅性のある 枠組 みを目指した。 このような枠組み が環境 コス ト

を 把握 する際に一般的に十分適用可能な ものか どう かにっいて以下の検討が行われ た。

（１〕 環 境 コ ス ト を 環 境 対 策 活 動 に 係 る コ ス ト と し て い る 点 に つ い て

〈参加者の意見〉

① 環境 対策の結果得た収入もあるが、 管理上 はコストとネットするのではなく別途把握す

る ことが情報提供の観点から望ま しいので はな いか。



６４ 社 会 関 連 会 計 研 究 第 １０ 号

② 環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム （ＥＭＳ） を 導 入 す る と コ ス ト が か か る と い う 認 識 が 多 い が、

実 際 は コ ス ト セ ー ブ が 多 い。 こ の よ う な 実 態 を ビ ジ ュ ア ラ イ ズ （可 視 化） す る こ と が 大 き

な 効 用 で あ る。 将 来 的 に は 環 境
パ フ ォ ー マ ン ス と リ ン ク さ せ ら れ れ ば も っ と 有 用 な も の に

な る と 考 え ら れ る。

（２） １２種類の対策活 動から環境コストを把握する方 法につ いて

〈参加者 の意見〉

① 「環 境にやさ しい製晶の生産」 は 「対策」 ではなく 「結果」 であり、「商晶開発」 その も

の で は な い かｏ

② 環境負荷と対応する コストの両方のデータを把握 して、 原 単位で分析できる資料の方が

有 用 で は な い か。

③ 目的による環境コ ストの把握

ａ．
財務会計上、 環境 対策活動の実施目的によって環境 コストか否かを区分するの は問題

で は な い か。 例 え ば、 環 境 対 策 の た め に 機 械 を 購 入 す る の で あ れ ば 環 境 コ ス ト に 入 る が、

スペースの 間題 で小 型の機種の機械を購入する場合、 この機械にも環境に対する配慮が

あ っ た と し て も 環 境 コ ス ト に 人 ら な い と い っ た ケ ー ス が で て く る と 制 度 と し て の デ ィ ス

ク ロ ー ジ ャ ー の 観 点 か ら は 比 較 可 能 性 に 欠 け 間 題 だ と 思 わ れ る。

ｂ
． 製
品の小 型化 を追求した結果、 省資源という点 で 「環境にやさしい製品」

となった場

合、
本来、 小型 化を追求した目的が携帯性の追求 だっ たのであれ

ば環境コストに含めな

い の か
。

Ｃ． 環境コス ト
と して把握するのは、 投資の主目的 が省 エネ 等で環境対策が明確

な ものだ

けに限定す べき ではないか。 確かに環境対策 も目 的に 含ま れている
が、 主目的か否かが

不明確な場 合には一定の比率により環境コス トを 把握 する方法も考えられると思われる。

〈検討課題〉

環境対策活 動に係る コストを１２分 類して把握する方法は、 客観 的、 かつ洩れなく環境コス

トを把握する ための一っ の手段であり絶対的な もの ではな い。

ただ し、 投 資目的が環境対策活動である ものを環境コ スト
として把握することについて は制

度 と し て の デ ィ ス ク ロ ー ジ ャ ー 上、 比 較 可 能 性
を 確 保 す る う え で も 問 題 が あ る。 し た が っ て、

制 度 と し て の デ ィ ス ク ロ ー ジ ャ ー ・ 情 報 の 把 握 方 法 に つ い て は、 環 境 コ ス ト の 今 後 の 検 討 課 題

で あ る。

（３〕 環境コス トを差額概念で捉えることの適否

＜参加者の意見〉

差額概 念で捉えること自体は問題ないと思わ れる が、 資料４の 「要約表」 には 「受取」 と

「支払」 と 「差額」 という欄 を設 けた方が、 管理上有用で はない か。

１４〕 作 業 環 境 を 環 境 コ ス ト に 含 め る こ と に っ い て
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＜参加者の意見〉

① 人問にやさ しいものは環境負荷が高い場合も多いと思 われ、 含めるべきではないと思わ

れ る
。

② 作業環境の対策コス トは環境コストと分離すべきだと思わ れる。 重なる部分もあると は

思 う が・ 環 境 コ ス ト と い う 限 り、 分 離 す べ き だ と 思 わ れ る。

③ 有害物質の関係 もあり、 含めて考えてもいいと思う。 線を引く のは困難だと思われる。

④ 企 業 に と っ て 環 境 と は 何 か を 考 え る 時 に、 ど の よ う に 捉 え て、 何 を 問 題 と し て い る か に

よ っ て 違 う の で は な い か？例 え ば、 「防 毒 マ ス ク の 購 入 費」 は コ ス ト は か か っ て も 環 境 負 荷

は 下 が ら な い。 こ の よ う な コ ス ト は ど の よ う に 扱 う の か 難 し い 間 題 だ と 思 う。

〈検討課題〉

石油業界のように作業環境を切り離せな い業界もあるように聞いている。 区分す べき という

意見が多数だとは思われるが・ この 問
題 につ いては今後の検討課題と したい。

１５〕 環境コストとして含める範囲について

〈参加者の意見〉

① 環 境担当部門だげ含めれば良いと思う。 按 分の問題が出てくると事務作業が増加 し、 困

難になっ てく ると思われ 孔 社内で使っている資 料では収入一支出＝コストであり・ 人件

費 は 含 め て い な い。

② 人件費 は兼務が多い場合には把握が大変だと思う。
プロジェ クト費に含めて しまうとい

い の で は な い か？

③ 業務上、 限定 してしまえばいい のではないか？ 安 全と環境を兼 務している場 合には按

分する必要 はある と思うが、 企業にとって埋没原価 は多く あり、 判り易くする方がいいの

で は な い か？

１６〕 集計する データの精度 のレベルにつ いて

＜参加 者の意見〉

① ど こ ま で 環 境 コ ス ト と し て 集 計 す る か は・ 例 え ぱ・ × × 設 備 に 関 連 す る 費 用 は 環 境 コ ス

トに含めるといった具 合に、 定 義付けすればいいと思 ㌔

② 環境担 当部署で発生 したコス トをす べて集計 すればいいの ではないか？ 他部 署のコス

ト を 集 計 す る こ と は 難 し い と 思 う。

③ 環境対策活動時間を記録 し、 コー ドで集計する方法で実施すること も考え られる。

３． 「戦略的コ スト」 およぴ 「減らすぺきコス ト」 情報の有用性

環 境コスト情報の利用の一つと して、 どの よう な性質の費用 が発生 しているかを把握するこ

と に よ り、 組 織 の 行 動 を 把 握 あ る い は 分 析 す る こ と が で き る と 考 え ら れ る。

利用 目的の違いによって分類方法 も種々考え られる が、 ここでは環境コス トを 「戦略的コス
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ト」 と 「減 ら す べ き コ ス ト」 に 分 類 し て み た。

「戦 略 的 コ ス ト」 と は 何 ら か の 環 境 ベ ネ フ ィ ッ ト を 生 む コ ス ト で あ り、
ベ ネ フ ィ ッ ト と の 見

合いでコスト管理が必要な もので ある；

「減 らすべきコ スト」 とは環境負荷の発生 により コストが発生 している。 究極 的には
ゼロに

し た 方 が よ い コ ス ト で あ る。

〈参加者の意 見〉

① 減 ら す べ き コ ス
、
ト は 環 境 コ ス ト す べ て で は な い か？戦 略 的 コ ス ト と 区 分 で き な い と 思 う。

② 区分する意味が判 らな い。 区分する意味はないと思う。

③ 専門家が分析するの はいいが、
一般企業がやる必要性 はな いと思う。

④ 総投資額と環境負 荷の対応という視点が必要だと思う。

企業内の環境負荷 は、 かなり お金を
かけても減 らさな けれ ばな らないが、 外在化 している

環境負荷について はお金 をかける必要性は高くなく、 景気 が悪くな ったらお金をかけるの

を 止 め て も 良 い と 思 わ れ る の で、 そ う い う 分 け 方
な ら 意 味 が あ る と 思 う。 そ う で あ れ ば、

戦略的 コストと減 らす べきコス トという言葉 は再定義す べきではない か？ 例え ば、 広告

費 は ど う 考 え る の か？ 教 育 の た め の ビ デ オ 代 は 含 ま れ る と 思 わ れ る が、 イ メ ー ジ ビ デ オ

の場合 はどうか？

⑤ ベネフィッ トの意 味が良く 判らないが、
目的別 に区分 した方が判り易いのではないか？

４． イ ン プ ッ ト ・ ア ウ ト プ ッ ト か ら の 環 境 ＝１ス ト の 把
握 に つ い て （貸 料 ５ 参 照）

イ ン プ ッ ト ・ ア ウ ト プ ッ ト か ら の 環 境 コ ス ト を 把 握 す る 必 要 性 お よ び そ の 実 務 レ
ベ ル で の 実

施可能性につい て検討した。

〈参加者の意見〉

① マ ス バ ラ ン ス と い う こ と で あ れ ば、 デ ィ ス ク ロ ー ジ ャ ー の 観 点 か ら は 有 用 だ と 思 う。 管

理 面 で も、 実 施 す べ き ポ イ ン ト が 判 り 易 い
と 思 わ れ る。

② 業 務 フ ロ ー 別 に イ ン ・ ア ウ ト が 判 れ ば、 管 理 上、 よ り 有 用 で は な い か。

③ 利 用 目 的 に よ っ て、 捉 え 方
が 変 わ る と 思 う。 ＬＣＡ が 大 変 で あ れ ぱ、 フ ロ ー で マ ス を 押

さ え れ ぱ 有 用 だ と 思 う。

④ 相対 的に必要なものは大まかなもので いいと思う。 ただ、 これはこれで意 味は
ある と思

つ ｏ

⑤ 扱っている製品によると思うが、 部晶 点数が多い場合には作業が大変である。

⑥ 事業所単位で実施すれば、 作業的 には可能。

＜検討課題〉

① 環境負荷を考慮する場合に は間接影響 も考慮するのか。

② イ ン プ ッ ト ・ ア ウ ト プ ッ ト を マ ス バ ラ ン ス の よ う に 考 え る と す れ ば バ ラ ン ス さ せ る 必 要
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は あ る か。

③ 原 材料を代替材に変えた場合 につ いてのコストの把握について はどうす るか。

５、 廃 業物 の環境コ ス ト情報の利用につ いて （資料６参照）

＜参加者の意見〉

① 部 門 別 の 管 理 上 は コ ス ト と ベ ネ フ ィ ッ ト の 両 方 の 管 理 が 必 要 と 思 う。

② ここま で細 かく 分ける必要があるか どうか であ るが、 人件費・処理委託費く らい のくく

り で 良 い の で は な い か。

６ 環境コス トを把握する目 的についての参加者の意見

① 環境コストの把握 は削減 可能額を算出する目的で行う ものと考えている。

② グ ロ ー バ ル な 環 境 コ ス ト の 把 握 が 行 え て い な い。 従 っ て、 環 境 コ ス ト の 集 計 の 方 法 は マ

ネ ジ メ ン ト ツ ー ル と し て 必 要 だ し、 ま た、 デ ィ ス ク ロ ー ズ の 観 点 か ら も 必 要 だ と 思 わ れ る。

大 き く は こ の ２ 点 だ と 考 え ら れ る が、 将 来 的 に は、 環 境 パ フ ォ ー マ ン ス と の バ ラ ン ス が

チ ェ ッ ク で き る こ と が 望 ま し い も の と 思 わ れ る。

③ 他 社と比較して、 環境に対 して どの ぐらいできているかをトッ プか ら聞かれることが多

い。 従 っ て、 で き る だ け 大 き く、 間 違 い の な い よ う な レ ベ ル か ら 始 め れ ば 良 い の で は な い

か。 投 資 の 結 果、 こ れ ぐ ら い の こ と が で き る と 言 え る よ う な レ ペ ル で 良 い と 思 う。

④ 目標達成の ためにどの程度の費用がかかる かが判るような情報が欲 しい。 予算 管理と結

び 付 け る こ と が で き れ ば 良 い の で は な い か。

以上が、 会合において討 議さ れた内容ですが、 出席者の 皆様 から ご指摘いただきま した点に

っ い て は、 今 後 再 検 討 を 行 い、 そ の 結 果 に つ き、 出 来 れ ば ま た 皆 様 に ご 報 告 い た し た い と 思 い

ま す。

皆様におきましてお気づきの点や疑 間点が ございま した ら、 ご気軽 にご教示いただきたく、

ご 連 絡 い た だ き ま す よ う 重 ね て お 願 い い た し ま す。

資料３ 環境コ ス トの 説明

（「環 境 会 計 に つ い て の 考 察 （そ の ２）」

監 査 法 人 ト ー マ ッ 発 行 「会 計 情 報」 Ｖｏｌ．２４２， ９６ 年 ９月 号 よ り 抜 粋、 加 筆、 修 正）

１． 環境 対策コス トの把握と処理の原則

（１） 環境コス トの定義

環境対策コス トとは、 次章で例示するような事業体 の環 境対 策活動に関連するコス トであり、

環境ペナルティ とは環境 に関連して見返りや便益なく事業 体に発生する損害賠償金や科料等の
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コ ス ト で あ る
。

環 境 コ ス ト は、 環 境 対 策 コ ス ト
と 環 境 ペ ナ ル テ ィ か ら 構 成 さ れ る。

カ ナ ダ 勅 許 会 計 士 協 会 （Ｃａｎａｄｉａｎ Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ ｏｆ Ｃｈａｒｔｅｒｅｄ Ａｃｃｏｕｎｔａｎｔｓ＝ ＣＩＣ Ａ） が 公 表 し

た 研 究 報 告 書
’
Ｅｎｖｉｒｏｎ ｍｅｎｔａｌ Ｃｏｓｔｓ ａｎｄ Ｌｉａｂｉｌｉｔｉｅｓ： Ａ ㏄ ｏｕｎｔｉｎｇ ａｎｄ Ｒｅｐｏｒｔ

ｉｎｇ Ｉｓｓｕｅｓ
’’

に お い て も 同 様 な 分 類 が さ れ て い る。 ＣＩＣＡ は 環 境 対 策 を、 「環 境 汚 染 の 防
止
、 削 減

も し く は

浄 化、 又は再生可能資源
もしくは再生不能資源の保護の ために、 事業体によって又は事業体の

た め に そ の 他 の 者 に よ っ て と ら れ る 措 置」 と 定 義 し て い る。

（２〕 環境コストの把握の原則

環境対策だけを目的にする行為はその全額が環境対策 コストになる。

そう でな い場合、 す
なわち環境対策がその他の目 的と平行的に行われる場合には、 環境対策

コ ストは当該その他の行為を実施するために支出す る金 額の、 環境への配慮がある場合
とない

場合との差額である。 例えば、 公害防止機能が付随 して いる製造設備につ いては、 それ
がある

場合とない場合の２通りの見積りをとり、 その 差額 を公害防止機能の対価
として認識すること

に な る。

直接費についての追加発生額の把握 は容易 に行わ れるが、 間接費については
どう考えるべき

か。 わ れ わ
れ は こ れ に っ い て も 上 記 の よ う な 差 額 ア プ ロ ー チ が 適 当 と 考 え る。 す な わ ち、 あ る

行為にっいて間接費が全社べ一スで追加 的に発 生しないのであれば、 環境対策コス トと して把

握すべきなのは直接費のみであり、 そう でなく 新たに間接費が発
生するのであればその増加分

も含めるべきである。 例え ば、 省エネ 設備 の研究をする場合、 既存の研究
所の一部を使って 行

うのであれば追加の間接費 は発生せ ず、 逆に新しく 研究所
を建設する必要があるのであ れば追

加の間接費が発生することになる。

環 境 対 策 コ ス ト と し て は 設 備 コ ス ト と 運 転 コ ス ト が あ る。

環 境 ペ ナ ル テ ィ に つ い て は 支 出 額 全 額 が 当 然 に 環 境 コ ス ト を 構 成 す る。

（３） 会計処理の原則

発生 した環境コス トは、 そ の効果
が将来にわたって及ぶ場合に は固定資産 もしく は長期前払

費用と して資産計上 し、 効果 の
発現の態様及び期間に従って費用化する。 典

型 的には設備コス

トの一部がこれ に該 当す る。 そ の他のコストは期間費用とす 孔

環境対策活動 に関する 環境負債 （支出のないコス ト）、 す
なわち環境引当金の認識・計上 は、

現行の負債性引 当金 の計上と同様に考える。 したがって、 将 来の 特定 の費用 又は損
失で、 その

発生が当期以前 の事 象に起因し、 発生の可能性が高く、 その 金額
が合理的に見積ることが出来

る 場 合 に 認 識 す る こ と に な る。

省エネ ルギー 型又は省資源型設備に関する環境コス トとしては、 かかる設備導入に伴う追加

コス トから将来 発生するであろう費用の削減額を認識す るこ とが必要である。
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２． 環境対策活動とコ ス トの例 示

事業体は環境対策を目 的と してさま ざまな活動を行って いる。 そ こには、 生産者と しての立

場と消費者と しての立場、 法 令の規制を満たすための必要最低限の ものと、 より自発的な もの、

予見的なものと対症療法的な もの 等々 があるが、 以下に典型的な環境対 策活動と関連するコス

トが含まれている可能性がある勘 定科 目を例示する。

ｌｌ） 公害防止

［活動］

事業 体の活動によって大気汚染、 土壌汚 染、 水質汚濁、 騒音、 振動等が引き起 こさ れ、 外部

に影響 を及 ぼす様な状況を回避する行為を指す。 騒 音・振動への対策が地球環境の保 全に該当

す る か ど う か は、
地 球 環 境 の 定 義 に 人 間 を 含 め る か 否 か に よ り 違 っ て く る。

公害及 び公害 防止設備等の定義は通常政府機 関が行っている。 そこでは、 例え ば通産省 が煙

突につ いては高さ３０メ ー トル超の部分を 公害防止設備 としているよ うに、 設備全 体が公害を

防止する目 的の ものであ っても、 その一部だけが公 害防止設備として認定される場合がある。

また、 かつて の自動車の排出ガス抑制装置のように、 一時期は公害防止機能と して認定され

て も、 や が て そ れ が 一 般 化 す る に 従 い、 か か る 認 定 か ら 外 さ れ る も の も あ る。

［コ ス ト］

製造活動等を主目 的とする 設備 に公害防止機能が組込まれ ている場合には・ 当該機能
を外 し

た場合の設備コストとの差額 を公 害防止設備の設備コス トと して 認識 する。 公害防止機能がす

でに社会的に必要最低限の ものとなっ ている場合には・ あえて公害 防止機能とはみず・ 当該コ

ストの認識はしないという考え方 もあ る。 （例え ば、 最低限の汚水処 理装 置や排出ガス処理装

置付きの車両など）

公害防止設備の設備コスト は、 当該 設備 の見積り （有効） 使用期間 にわ たり 費用 配分される。

取 得 に か か る 金 利 コ ス ト は、 現 行 の 会 計 制 度 と の 関 係 か ら 考 慮 す べ き で は な い。

公害 防止 設備 の環境対策活動コス トは次 のよ うな項目より構成される。

・ 設 備 コ ス ト ・ 人 件 費 ・ 電 力、 燃 料 及 び 用 水

・分析 計測 費用 ・外部委託費 ・薬 品、 触媒及び消耗品

／２） 研究関発

［活動コ

事業体はさま ざま な環 境対策活動を行うが、 それ らにつ いての基礎的な研究活動を指す。 例

えば、 環境負荷の低 い製 造方法、 製造技術、 素材や製品 の関発や、 かかる製晶の市場開拓の研

究 （市場調査、 仕組み づくり） 等が挙げられる。

［コ ス トコ

通 常、 研 究 開 発 は 目 的 を 特 定 し て 行 わ れ る の で、 プ ロ ジ ェ ク ト 別 に コ ス ト が 把 握 さ れ て い る

場合には、 環境対策活動コス トの 把握 は比較的容易に行われる。
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・ 設 備 コ ス ト ・ 人 件 費 ・ 電 力、 燃 料 及 び 用 水

・ 調 査 費 ・ 外 部 委 託 費 ・ 薬 品、 触 媒 及 び 消 耗 品

（３〕 建設工事 にお ける 環境配慮

［活動］

例え ば、
な るべく 自然の地形を損なわない、 無駄に樹木を伐採 し

な いな ど、
工場や事務所を

建築する 際に より 環境にやさしい方法を採用する。

［コ ス ト］

環境に配慮 した場合のコストとそうでない場合との 差額 として把握す る。

・ 調 査 費 ・ 設 計 費 ・ 建 設 費

（４） 環境 にやさ しい製品の生産

［活動］

消 費者に同等の機能を提供する複数の製品 が生産 できる場合に、 より環境負荷の
低い製晶を

生 産 し 販 売 す る。 例 え ば、 電 気 自 動 車、 ド ラ ム 型 洗 濯 機 な ど。

［コ ス ト］

こ れ ら の 製 品 の 生 産 に 追 加 コ ス ト が か か り、 か っ、 そ れ
を 製 品 価 格 に 転 嫁 し な い 場 合 で、 他

の項 目に含ま れない環境コスト。 転嫁さ れる 場合は当該コストは使用
する側で認識され 孔

・ 設 備 コ ス ト ・ 設 計 費 ・ 人 件 費 ・ 消 耗 品 費

（５〕 グ リ ー ン 調 達

［活動］

原材料・サー ビス・機械設備等を 取得する際に代替品がある場合、 より環境負荷の 低い もの

を採用する。 これに は代替エネ ル
ギーも含む。 又は、

同一品で も環境対策活動をより 積極 的に

行 っ て い る 業 者 か ら 仕 入 れ る。

［コ ス ト］

環境に配慮 した場合 のコ ストとそ うでない場合との差額と して把握す る。

・ 設 備 コ ス ト ・ 原 材 料 費 ・ 経 費 全 般

１６〕 省 エ ネ ル ギ ー

［活動］

燃焼効率の高 い設備 の採用 により、 同一のエネ ル
ギーで もそ の使用 量を減らすことによる直

接的な効果の ほか、 結果的に産業廃棄物が減少すると いう 間接 的
な 効果がある。 非生産部門に

おいて も照明 や冷 暖房等を対象にエネル ギーの消費を抑え る。

［コ ス ト］

環境に 配慮 した場合のコストとそうでない場合 との差額として把握する。

エネ ルギー消費量の減少による経済的利益 が発 生す る。

・ 設 備 コ ス ト ・ 人 件 費 ・ 燃 料 費 ・ 消 耗 品 費
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（７） 省資源

［活動］

主 として高 効率の設備の利用による歩留まりの向上に より 原材料の使用 量を減少させる。 非

生産部門 にお いても事務用 晶等の使用量を抑制す 飢

［コ ス ト］

環境に配慮 した場合のコストとそうでない場合との差額と して把握する。 原材料消費量の減

少による経済 的利 益が発生する。

・ 設 備 コ ス ト ・ 人 件 費 ・ 燃 料 費 ・ 消 耗 品 費

（８〕 廃棄物処 理

［活動］

事業活動にお いて処 理さ れることなく実際に発生 して しまった、 そ のまま 放置しておくと地

球 環 境 に 負 荷 ・ 損 傷 を 与 え る よ う な 物 質 ・ 要 素 を 処 理 す る。 例 え ば・ 事 業 体 内 で 焼 却 し た り・

業者に委託 して化 学的に処理したりする。 政府機関等の規制に準 拠して処理した後の海洋投棄

や コ ン ク リ ー ト 等 で 封 印 し た 地 中 へ の 埋 蔵 も こ れ に 該 当 す る。

［コ ス ト］

通常目 的を特定 して行わ れるので、 環境対策活動コス トの把握 は容 易に行わ れる。 リサ
イ ク

ルによる経済 的利 益の発生の可能性がある。

・ 設 備 コ ス ト ・ 人 件 費 ・ 燃 料 費 ・ 消 耗 晶 費 ・ 外 部 委 託 費

（９） 環境にやさ しい販 売

［活動］

例 え ば、 包 装 資 材 の 使 用 量 を 減 少 さ
せ る と か、

プ ラ ス チ ッ ク ト レ ー ・ 空 缶 ・ 空 き 瓶 等 の 回

収・輸送段階 にお いて、 環 境に優
しい方法を採用する （輸送 ルー ト・ 輸送 手段の見直し） など。

［コ ス ト］

環境に配慮 した場合のコストとそうでない場合との差額と して 把握 する。

・ 設 備 コ ス ト ・ 人 件 費 ・ 燃 料 費 ・ 輸 送 費 ・ 外 部 委 託 費

（１ｏ） 環境管理

［活動］

事業体と しての環境 対策活動を全社 レベル又はサイト レベ ルで 管理する ためのシステムや組

織の研究、 構築、 維持 及び運営。 環境監査制度を含む。

［コ ス ト］

通常目 的を特定 して 行わ れるので、 環境対策活動コス トの把握 は容 易に行わ れる。

・ 設 備 コ ス ト ・ 人 件 費 ・ 消 耗 品 費 ・ シ ス テ ム 構 築 費 用 ・ 調 査 費

１１１〕 いわ ゆる豊 かな環 境づく り

［活動］
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緑化の推進や野生動植物の保護、 そ の他の自然保護等。 事業体自体が主導 して は行わ
な い、

従業員等によるボラ ンティア 活動 への寄付金等の支出を含む。

［コ ス ト］

通常目的を特定 して行われるの で、 環境対策活動コストの把握 は容易に行わ れる。

・ 設 備 コ ス ト ・ 人 件 費 ・ 消 耗 品 費 ・ 調 査 費 ・ 寄 付 金

／１２） 啓蒙活動

［活動］

従業員や消費者、 取引業者等の利害 関係 者に対する環境保全に関する教育活動。 例え
ば
、 教

育ツールの開発、 イベ ントの開催な ど。 環 境対策活動一般にっいてのノウハウの第三者 への移

転 を 含 む。

［コ ス ト］

通常目的を特定して行われるので、 環境 対策活動コストの把握は容易に行われる。

・ 設 備 コ ス ト ・ 人 件 費 ・ 消 耗 品 費 ・ 印 刷 費

・ 研 修 費 ・ 調 査 費 ・ シ ス テ ム 関 連 費 用 ・ 外 部 委 託 費

資料４ 環境コス ト調査結 果

１） 調査の概要

研究会で整理した環境コス トの概念に基 づき （資料３参照）、 協力企業の直近事業年度上半

期 の 環 境 コ ス ト を 調 査 し た。

主 に ヒ ア リ ン グ に よ っ て 環 境 対 策 活 動 の 内 容 を 吟 味 し、 会 社 に デ ー タ を 集 計 し て も ら っ た。

ま た、 我 々 の フ レ ー
ム ワ ー ク の 適 否 を 会 社 と の 議 論 を 通 じ て 再 検 討 し た。

２） 調査結果 （１ 表）

この表に記載 した数値 は加工後 のものであ り、 １２の環 境対策活 動の
バラ ンスを大きく崩 さ

な い よ う に 配 慮 は し て い る も の の、 各 費 目 （Ａ ～ Ｄ 欄） 間 の 比 率 に は 調 整 を 加 え て い る。
ブ ラ

ン ク は コ ス ト の 発 生 が な い、 あ る い は 発 生 し て い る が 今 回 は 把 握 し
な か っ た も の で あ る。
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１ 表 各 活 動 の 集 計 表 の 例

６ 省 エ ネ ル ギ ー

Ａ

設 備 投 資

Ｂ １ Ｃ １ Ｄ １ Ｂ ～ Ｄ 計
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節 約 額
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リ フ ト ・ ク レ ー ン の 使 用 削 減

・・ 十 ・・・・・ ・・・・・・ ・・・・・… 十一一・・ ・・・・・・ ・・・・・・… 十一一 一一

１ １

． ．
↓
． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．

↓
． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．

↓
． ． ． ．

適 正 材 料 の 使 用 に よ る エ ネ ル ギ ー 削 減

．． ‡ ．．．．． ．．．．．． ．．．．．．． ．↓ ．．．． ．．．．．． ．．．．．．． ．．十 ．． ．．

． ．
↓
． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 十 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 十 ． ． ． ．

石 炭

・ 一一 ‡ 一一一一一 一一一一一一 一一一一一一一 十 一 一 一 一 … ・ … … ・ † …

総 計 ５６３ ３８ １ ７０ １ １８５ １ ２９３ １１

内 訳 ：前 期以前取 得 （グレー部分）

当 期 取 得 ５６３

資 料 ５ イ ン プッ ト・ ア ウ トプ ッ トか ら の 環 境 コ ス トの 把 握

１
．
ね ら い

１ 表 で は 環 境 対 策 活 動 別 に コ ス ト デ ー タ を 把 握 し 整 理 し た が、 そ の 他 に、 環 境 コ ス ト デ ー タ

の 把 握 方 法 と し て、 事 業 活 動 へ の イ ン プ ッ ト お よ び そ の ア ウ ト プ ッ ト
か ら の ア プ ロ ー チ を 考 え

てみ れ 経営管理情報の 提供 という視点から・ 事業活動・ 投入資源およ び環 境負 荷・ 環境コス

ト を 関 連 づ け る こ と で、 よ り 有 用
な 情 報 を 生 成 で き る の で は な い か と 考 え た た め で あ る。 こ の

ア プ ロ ー チ に よ る ワ ー ク シ ー ト と し て、 イ ン プ ッ ト ・ ア ウ ト プ ッ ト 表 を デ ザ イ ン し た。



環 境 コ ス ト 把 握 の 試 み ７５

２、 今 回 の 調 査 で の 試 み

まず、 環 境マ ネジメ ントシステム構築の際に作成さ れた 業務 フロー図およ
び環境影響評価表

よ り イ ン プ ッ ト ・ ア ウ ト プ ッ ト 表 を 作 成 し、 こ れ に 基
づ き、 各 作 業 班 の 責 任 者 に

ヒ ア リ ン グ を

行っ た。 今回の調査 は１２の環 境対策活動別 に環境対策コ ストを把握 することに主眼 をおいた

た め、 イ ン
プ ッ ト ・ ア ウ ト プ ッ ト 表 に よ る 実 際 数 値 の 把 握 は お こ な わ ず、 そ れ ぞ れ の デ ー タ が

どの程度捉え られるのかにつ いてヒアリ ングにより現状を 把握 するに留めた。

３． イ ン プ ッ ト ・ ア ウ ト
プ ッ ト 表 （７７， ７８ 一 ジ 参 照） の 構 成

イ ン プ ッ ト ・ ア ウ ト プ ッ ト 表 は、
ＩＳＯ １４００１ 規 格 対 応 の 環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム を 構 築 す

るにあ たり、 全 社の環境影響
を洗い出す際に使用 した 「各 工程別の業務の流れにそって把握 し

た 投入す る資 源・エネ ル ギー等 と排 出する環 境負 荷物 質を網 羅的 に表示 した 業務フ ロー 図」

（以 下 「業 務 フ ロ ー 図」 と い う） を も と に、 作 成 し た も の で あ る。

なお本調査に おいては、 各工程間の業務の相互作用に伴う投 入物質および排出物質への影響

は 無 視 し て い る。

作 成 方 法 の 要 旨 は、 次 の
と お り で あ る。

ｌｌ〕 イ ン プ ッ ト 表

「業務フロー図」 より各工程別 に投 入物質を網羅的に記載 し、 各投入物質を削減する環境対

策活動 が９７年度 に計画されて いるものにつ いては、 その環 境対策活 動の内容と各環 境対策活

動 に 要 し た コ ス ト を 記 載 し た。

投入数量橋およ ぴ投入金額欄

投入数量 欄に は、 投
入物質の投入数量を記載 し、 投入金額欄 には、 投入物質の投入金額を記

載 す る こ と を 想 定 し て い る。

投入数量欄お よび投入金額欄に記載された数値の利用方 法は、 次のとおりである。

投入数量欄に 記載さ れた数量を、 環境対策活動実施前と 実施 後につ いて比較することにより、

環境対策活 動に 関わ る環境負荷削減成果 （投入物質消費削 減数 量） を把握することができる。

また投入金額欄 に記 載さ れた金額を、 環境対策活動実施前 と実 施後につ いて
比較することによ

り、 環
境対策活 動に関わる財務的成果 （投入物質費用削減額） を把握することができる。

さ らにこ れら投入 数量欄および投入金額欄に記載さ れた 数値 を環 境対策活動に関わるコス ト

と と も に 把 握 す る こ と に よ り、 環 境 対 策 活 動 に つ い て コ ス ト と
ベ ネ フ ィ ッ ト の 情 報 を 入 手 し、

環境対策活動実施結 果の良否を判定するうえで有用な情報 を入 手しうるものと考える。 ただ し

今回の調査 にお いて は、 投入数量および投入
金額の把握を 行な っていない。

なお今後投入数量 の把握を行なおうとする場合、 現状にお ける投入数量把握状況について知

ること は有用である と考えたため、 投
入数量欄にその 区分 を示 している。

１２〕 ア ウ ト ブ ッ ト 表
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図 １ 表 と ２ 表 の 関 係



環 境 コ ス ト把 握 の 試 み ７７

２ 表（１∫２） イ ン プ ッ ト ・ ア ウ ト プ ッ ト 表 ：ＩＮ 表

工 程

ＩＮ （資 源． エ ネ レギ ー）

９７ 年 環 境 対 策 活 動 補 足
環 境 対 策 コ ス ト

穫 類 数量 金額
設備費 人件費 消耗品費 そ の 他

Ａ班 竃 力

（ ｛ソ コ ン， ブ リ ン タ ー）
全 社

（コ ピ ー） 全 社

溶接機

ク レ ー ン

旋整

溶接 機

コ ン プ レ ッ
サ ー

ポ ン プ

ク ー リ ン グ タ ワ ー

油圧 プ レ ス

シ キ ー リ ン グ

照 明 Ｘ セ ー ドを ま め に 清 掃 担 当 保 全 班 ＊ ＊

児かりとり設置 担当保全 班 ＊ ＊ ＊

フ ン プ を 定 期 的１ 取 り 替 え 担 当 保 全 班 ＊ ＊

冷暖房 扇風機

空 調

水

ク ー リ ン グ タ ワ ー 全 社

冷却水

資源

灯油

全社

◎ 石油ス トー プ

全 社

◎ △ ・ン ドパ レッ トラック を増 やす

調 査段 階 （見 積 もり 入

手） ・・時問 は少な い
＊ ＊ ＊ 専 用 パ レッ ト

ガ ソ リ ン

停 車 時 は エ ン ジ ンを 切 る ＊

切 断 油

オイ ル

◎

◎

使用 量 は徴々 たる もの

パ レ ツ ト

タイ ヤ ◎

◎

Ｘ 面 取 り を 機 械 加 工 です る ＊ ＊
エ ア グ ライ ン ダ ー

シ ャ ー リ ン グの 刃 を 検 討 す る

耐 久 性）

１ 年 以 上 は 使 用 可 能

調 査 中・・テ ス ト の 場

合 は 先 方 で 切 っ て も

ら う， 取 り に 来 る

＊ ＊

ブラシ

紙

◎

◎ 再生紙を使用 ＊同 じ 値 段、 上 質 に し

た た め ア ッ プ

受 性カ ー ド の コ ピ ー
紙

全社

◎

コ ピ ー
全 社

◎
コ ピー 用 紙 の 裏 紙 を 使用 す る

事 務 所 の コ ピ ー 機

巻 き 込 み 増 加
＊ ＊ リ サ イ ク ル可

防 議 用ロロ

保 議メ ガ ネ ◎

耳栓 ◎

手袋 ○

マ ス ク

防 毒 マ ス ク ◎

防塵マスク

有書化学物質

◎

◎
購入先で （１ｏｏ％） 脱脂を依

頼する

＊ ＊冒話

ポ ン プ で注 入 す る

調 査 中

購 入先 はつ け洗 い洗浄

代 替 品 試 験 ・ 試 供 品

＊

代 替 品 を 調 査 ＊ ＊ 容暑書処 理

砥 石 ◎ 材 科 に あ っ た 砥 石 をっ け る

長 寿 命 の 砥 石 を 検 討 す る

該 当 な し

長 い 寿 命 の も の は 該

当 す る も の が な い
＊ ＊

数量欄記号； ◎ 環境管理のために把握 して いる ○ 環 境 管 理 以 外 の 目 的 で 把 握 し て い る △ 倉出し伝票等を集…十すれ ぱ把握できる
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２ 表（２’２） イ ン プ ッ ト ・ ア ウ ト プ ッ ト 表 ： ＯＵＴ 表

二［程
種 類 数量 金額

ＯＵＴ

９７年 環 境 対 策 活 動 補 足
環 境 対 策 コ ス ト

設備費 人件費 消耗品責 そ の 他

Ａ班 大 気 汚 染 （Ｓｏ対Ｎ〇五 等）

■ｘｘ 脱 脂 洗 浄

フ ォ ー ク リ フ ト

切 断 作 業 の ヒ ー ム

セ ット． 試運 転時ヒ ュー ム

水 質 汚 酒

セ ッ テ イ ン グ． 試 運 転

運転

士壌汚染

ｙｙｙ の交換作業
密閉型容器の設置 ＊ ＊

ア ン カ ー ポ ル ト に て 枠 を 固 定 ＊ ＊
ｍ 脱脂洗浄

＊

騒 目

油 圧 プ レス

シ ャ ー リ ン グ

振 動

油 圧 プ レ ス

シ ャ ー リ ン グ

悪 臭

有 害 化 学 物 質

ｙｙｙ 交 換 作 業

五ｘｘ 脱 脂 時 洗 浄

廃 棄 物

廃 肌 ｘ ◎ 倉 出 伝 票

廃水 ◎

廃油 ◎

廃 タ イ ヤ △

廃砥石 ◎ 納入先へ戻す 集計

廃包装紙 ◎

廃エアー 接続部からのもれ

廃ウェス ◎ 倉出伝票

廃有虫化学物質 ◎ 集一十

廃 ブ フ シ △ 倉 出 伝 画

廃切削油 ◎

廃 紙 ◎ １ｊ サ イ ク ル ・ 箱 設 置 ＊ ＊ 章、 業 者 連 送

消 耗 し た グ ワイ ン ダ ー △ 鉄 スク フ ッ プ

スク フ ッ プ ◎

切削屑 ◎

職場環境

プリ ントアウト時の践音 ◎ 管理冒用 ＊

切 断時の騒音 ◎ 耳栓を使用する ＊

切 断時の 悪臭

切断 時の ダスト

防屋マスクを使用する

砥石切断機の場所を考える

Ｐ 叩 時 の 煙 マ ス ク を 使 用 す る 防 塵， 防臭・・砥 石 臭 ＊
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「業務フ ロー 図」 より各工程別に排出物質 を網 羅的に記載し・ 各排 出物質を削減する環境対

策活動が９７年度に計画さ れている ものについて は・ その環境対 策活動の内 容と各環境 対策活

動 に 要 し た コ ス ト を 記 載 し た。

排出数量橋およぴ排出金額標

排出数量欄には、 排出物質の排出数量を 記載 し、 排出金額欄に は、 排出 物質 の排出金額を記

載 す る こ と を 想 定 し て い る。

排出数量欄および排出金額欄に記載され た数 値の利用 方法は・ 次のとおりで あ 孔

排出数量欄に記載された数量を、 環境対策活 動実施前と実施後にっいて比較する ことにより、

環境対 策活動に関わる環境負荷削減成果 （排出 物質 排出削減数量） を把握する こと ができる。

ま た排 出金額欄に記載された金額を、 環境対策活動 実施 前と実施後について比較するこ とによ

り、 環境対 策活動に関わる財務的成果 （排出物質費用削 減額） を把握することができる。

さ らにこ れら排出数量欄および排出金額欄に記載さ れた数値を環境対策活動に関わるコス ト

と と も に 把 握 す る こ と に よ り・ 環 境 対 策 活 動 に つ い て コ ス ト と
ベ ネ フ ィ ッ ト の 惰 報 を 入 手 し・

環境対策活動実施結 果の良否を判定するうえで有用な情報を 入手しうるものと考える。 ただ し

今回の調査 にお いて は、 排出数量および排出金額の把握を行なっ ていない。

なお今後排出数量の把握を 行な おうとする場合、 現状にお ける 排出数量把握状況にっいて知

ること は有用であると考え たため、 排出数量欄にその区分を示 している。

今後の検討課題と して、 上 記の排出物質に関するコス トを金額 として汎用 的に把握する方法

を 構 築 し て い く こ と が 必 要 で あ る。
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資料 ６ 康棄物の環境コス ト情報の利用

・ 廃 棄 物 に は い ろ い ろ な 種 類 が あ り、 そ
れ ぞ れ に よ っ て、

処 理 コス ト、 保 管 の コ ス ト 等 が 異 な る

・ 発 生 す る コス ト に は、 固
定 的 な 都 分 と 変 動 的 な 部 分 が あ る。

・ こ の コ ス ト 発 生 の 関 数 を と ら え る こ と に よ り、
廃 棄 物 の 種 類 ごと に、

一 そ の 廃 棄 物 の 発生 を １ 単 位 削 滅 し た 場 合 の 便 益

一 長 期 的 に そ の 廃 棄物 の 発 生 全 体 を 回 避 し た 場 合 の 便 益

を 計 算 で き れ ば、 廃 棄 物 対 策
を す す め る に あ た り 有 効 な ツ ー ル と な るの で は な い か。

・ 具 体 的 に は、 以 下 の よ う な マ ト リ ッ ク ス を 考 え る こ
と が で き る。

〈デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 論 点〉

‡ こ の よ う な試 み は 有用 か？

‡ こ の 試 み をす す め る に あ た っ て、 何
か ア イ デ ィ ア が あ れ ば、

ご提 案 下 さ い。

ＮＯ 区 分 種 類 量 コ ス ト 売却収入 ネットコスト

保管場所コスト 人件費 保管容器コスト 処理委託費用 マ ニフ ェス ト その他

１ 一 般 廃 棄 物 可燃 ゴ ミ

２ 不燃 ゴ ミ

３ 粗 大 ゴ ミ

４ リ サ イ ク ル 缶

５ びん

６ 段 ポ ー ル

７ 新 聞 紙

８ 産業 廃 棄 物 燃 え が ら

９ 汚 泥

１０ 廃 油

１１ 廃 酸

１２ 廃 ア ルカ リ

１３ 廃 ブ ラ ス チ ッ ク

１４ ゴ ムく ず

１５ 金属 く ず

１６ ガ ラ スく ず

１７ 陶 磁 器く ず

１８ 特 別管理産 廃 廃 油

１９ 廃 酸

２０ 廃 ア ル カ リ

資料７ 論点整理と今後の課 題

１
．
は じ め に

９７年１０月 １７日の 研究会の 際に外 部の方か ら頂い たご意見 に関 して、 当 研究会 のメ ン
バ ー

で さ ら に 議 論 し、 今 後、 ど の よ う
な テ ー マ で 研 究 を 続 け て 行 く べ き か を 検 討 し ま し た。 そ の 結

果、 当 面 は 以 下 の テ ー マ に っ い て 取 り 組
む こ と に 致 し ま し た。 尚、 個 々 の 論 点 に っ い て の 検 討

結 果 は、 次 項 以 降 に ま と め ま し た。

〈当面の研究テーマ〉

・１２種類の環境対策 活動から環境コストを把握する方法 （下 記２（２）参照） な らびに環境コ

ス ト と し て 含 め る 範 囲 （下 記 ２ １５〕 参 照） に つ い て、 さ ら に 検 討 す る。 な お、 そ の 検 討 に

あ た っ て は、 環 境 コ ス
ト 情 報 の 把 握 の 目 的 を、 環 境 マ ネ

ジ メ ン ト シ ス テ ム （Ｅ ＭＳ） 導 入
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企業における予算管理 （節約効果を含む） と設定する。

・ 上記 の検討を行う 中で、 環境コス トを差額概念 でとらえることの適否 （下記 ２（３）参照）

や データ の精 度 （下記２１６〕） は付随的に検討す る。

２． 環境コ スト把握モ デルの適否 と有用性について

（１） 環 境 コ ス ト を 環 境 対 策 活 動 に 係 わ る コ ス ト と し て い る 点 に っ い て

第一義的に環境対策活動 に係わる コストを対象とすること は、 妥 当であると考えますが、 節

約額を別途把握すること も重要 であ ると認識しています。 具体 的に どの よう なシステムで節約

額 を 把 握 す る か、 ＥＭ Ｓ 導 入 に よ る コ ス ト セ ー
プ を ど う 可 視 化 す る か 等 に つ い て は、 今 後 の 研

究の中で検討を深めていきたいと思 いま す。

１２〕 １２種類の環境対策活 動か ら環 境コストを把握する方法にっい て

目 的 ア プ ロ ー チ （環 境 目 的 で 支 出 さ れ た も の を 環 境 コ ス ト と す る） と パ フ ォ ー マ ン ス ァ プ

ローチ （環境パフォーマ ンスに結果 的に 影響 を与えた支出は、 もと もとの目 的が他であっても

環 境 コ ス ト に 含 め る） は、 そ れ ぞ れ 利 点 ・ 欠 点 が あ る の で、 何 を 目 的 と し て 環 境 コ ス ト を 把 握

す る か と い う 前 提 を 明 ら か に し た 上 で、 さ ら に 検 討 ・ 整 理 す る 必 要 が あ る と 考 え て い ま す。 こ

の 点 に つ い て は、 今 後 も さ ら に 検 討 し て い き た い と 思 い ま す。

（３） 環境コストを差額概念で捉えることの適否

差額計算の適用 可能性については・ 今回の事例調査 で・ 部分的な検証を行うことができま し

たが、 さらに広範囲の企業 （業種・規模の違いを 含む） に検証範囲を拡大することが必要であ

る と 考 え ま す。 調 査 の 方 法 を 検 討 し た 上 で、 さ ら に 調 査 ・ 検 討 し て い き た い と 考 え て い ま す。

（４〕 作 業 環 境 を 環 境 コ ス ト に 含 め る こ と に つ い て

内部管理目的の場合は・ 会社が管理目的に応 じて判 断す ればよいのではないかという結論に

達 し ま し た。 （従 っ て、 こ の 点 に つ い て は、 当 面、 特 に 検 討 は 行 い ま せ ん）。

１５） 環 境 コ ス ト と し て 含 め る 範 囲 に っ い て

環 境 コ ス ト 情 報 を 何 に 活 用 す る か に よ っ て、 環 境 コ ス ト と し て 集 計 す る 範 囲 も 異 な っ て く る

ので、 環 境コ ストを把握する目的を明ら
かに した上で、 議論を 深

めていく 必要があるという結

論に達 しま した。 最終 的には、 各目的別に、 集計する範囲 にっ いての
基本的な考え方をまとめ

られるとよい と思 いま すが、 当面は・
ＥＭＳ 導入企業における予 算管 理 （節約効果を含む） に

つ い て、 検 討 を 行 う こ と に し ま し た。

（６） 集計する データの精度 のレベルにつ いて

データ精度の間題 は、 費用対 効果の間題であり、 費用や手間がか からな ければデータの精度

は高い方がよいので、 上記 のよう に環境コスト把握の目的を設定 した上 で、 そ の具体的な把握

の仕方を検討する中で・ データ 精度 につ いても併せて考えたいと思いま 九
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３． 「戦略的コス ト」 及 ぴ 「減らすぺきコ ス ト」 情報の有用性

こ の テ ー マ は デ ィ ス ク ロ ー ジ ャ ー の 間 題 と し て 研 究 す る の が 適 当 と い う 意 見 と、 内 部 管 理 目

的であって も環 境コストを種類別に区分すること は有用 であるという意見がありま した。 ただ

し後者 でも・ そ の情 報を誰が利用するか （社内の どの 階層 の人が利用するか） によって切り口

が異なってくる ので、 そ の前提を明らかに した上で議論す る必要があるという結論に達 しま し

た
。

今後の研究にあ たっては、 環境コスト把握の検討課題 につ いての検討が一段落 した段階で、

再 び 検 討 し た い と 思 い ま す。

４． イ ン
プ ッ ト ・ ア ウ ト プ ッ ト か ら の 環 境 コ ス ト の 把 握 に つ い て

環境コス トと環境 パフォ ーマンス情報を連携させて いく ための考え方としては有効であると

考えます。 ただし、 工程間、 業務間、 その他複数
の活 動の相 互作用 による影響を どう把握 して

い く か 等、 課 題 が 多 い と 言
え ま す。

こ の ア プ ロ ー チ に っ い て は、 今 後 の 研 究 活 動 の 中 で、 さ ら に 検 討 を 重 ね て い き た い と 思 い ま

す
。

５． 康棄物の環境コ スト旧
報の利用について

この試み は１例と して示さ れたものであり、 具体的な実例 が示せると面白いという意見 もあ

り ま し た が、 今 後 の 研 究 テ ー マ
と し て は、 ま ず 全 般 的 な 間 題 を 深 め る こ と と し ま し た。


